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〈
解
題
〉は

じ
め
に

　
『
堅
田
記
』
は
、
山
岡
元
隣
（
一
六
三
一
〜
一
六
七
二
）
が
、
寛
文
九

年
（
一
六
六
九
）
四
月
二
十
一
日
、
堅
田
の
竹
内
成
秀
の
招
き
に
よ
っ
て
、

一
如
・
正
房
・
元
恕
ら
と
と
も
に
京
都
か
ら
堅
田
に
赴
き
、
日
吉
神
社
の

祭
礼
山
王
祭
を
見
物
し
、
堅
田
の
俳
人
た
ち
と
交
流
し
た
折
の
二
泊
三
日

の
行
実
を
述
べ
た
文
章
で
、
成
秀
に
呈
上
す
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
そ

の
内
容
と
元
隣
自
筆
資
料
と
し
て
の
重
要
さ
に
鑑
み
、
こ
こ
に
解
題
を
加

え
、
影
印
・
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

書
誌

書
名
…
『
堅
田
記
』（
へ
五
│
六
六
七
六
）

書
型
…
巻
子
本
一
巻
。

紙
高
…
二
九
・
九
糎
。

長
さ
…
二
一
九
・
〇
糎
。

料
紙
…
水
辺
柳
模
様
雲
母
摺
金
泥
下
絵
布
目
料
紙
。

題
簽
…
「
堅
田
記　
円
明
院

元　

隣
両
筆
」（
本
文
と
別
筆
、
墨
書
）。

内
題
…
「
堅
田
記
」（
円
明
院
一
如
筆
）。

本
文
…
山
岡
元
隣
筆
。

奥
書
…
成
秀
雅
丈　

机
下　

元
隣
（
朱
印
「
而
愠
」）。

成
立
… 
本
文
冒
頭
に
「
寛
文
九
年
卯
月
廿
一
日
…
…
」
と
あ
り
、
四

影
印
・
翻
刻
『
堅
田
記
』

早
稲
田
大
学
近
世
貴
重
本
研
究
会　
　
　

雲　

英　

末　

雄

伊　

藤　

善　

隆

二　

又　
　
　

淳
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月
の
堅
田
行
の
あ
と
、
し
ば
ら
く
し
て
染
筆
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
巻
末
に
「
成
秀
雅
丈　

机
下
」
と
あ
り
、

堅
田
で
接
待
を
受
け
た
成
秀
に
贈
呈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

備
考
… 

本
文
の
筆
跡
は
山
岡
元
隣
の
も
の
で
あ
り
、
巻
末
に
捺
す
印

の
「
而
愠
」
と
は
元
隣
の
斎
号
（
而
愠
斎
）
で
あ
る
。
参
考

ま
で
に
元
隣
の
短
冊
を
示
し
て
お
く
（
図
版
１
）。

二　

堅
田
行
の
概
容

　

ま
ず
、『
堅
田
記
』
に
記
さ
れ
た
三
日
間
の
行
実
を
要
約
し
て
み
よ
う
。

・
四
月
二
十
一
日

　

京
都
を
出
発
し
て
夕
刻
堅
田
の
成
秀
邸
へ
着
く
。
成
秀
の
父
君
に
対
面
。

元
隣
を
は
じ
め
、
京
都
か
ら
の
同
行
の
人
々
は
、
一
如
・
正
房
・
元
恕
。

元
隣
は
所
望
さ
れ
て
発
句
を
詠
む
と
、
接
待
側
の
如
雲
が
脇
を
付
け
る
。

一
如
や
正
房
も
発
句
を
詠
む
。
夏
の
月
見
を
し
た
か
っ
た
が
、
夜
が
更
け

た
の
で
控
え
る
。

・
四
月
二
十
二
日

　

近
江
の
鮒
の
膾
、
鯉
の
羮
、

な
ど
で
饗
応
し
て
く
れ
る
。
竹
内
家
の

富
栄
え
、
里
人
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
様
子
を
述
べ
、
ま
た
邸
内
に
見

事
な
古
松
の
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

船
に
乗
る
。
み
ご
と
な
楼
船
で
、
堅
田
の
浦
づ
た
い
に
進
む
。
若
宮
の

前
で
遥
拝
、
七
本
柳
と
い
う
港
で
下
船
。
大
宮
を
は
じ
め
七
つ
の
御
社
を

拝
し
、
酒
な
ど
飲
ん
だ
り
し
て
発
句
を
作
る
。
こ
こ
で
初
め
て
成
秀
に
対

面
す
る
。
成
秀
は
夜
宮
に
参
拝
す
る
た
め
、
前
日
よ
り
こ
こ
に
来
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

馬
場
の
桟
敷
で
山
王
祭
の
様
子
を
見
物
。
つ
い
で
七
本
柳
の
港
に
も
ど

り
、
船
に
乗
り
、
神
輿
が
船
で
唐
崎
沖
へ
渡
御
す
る
の
を
見
送
り
、
そ
の

還
御
を
待
つ
。
そ
の
間
、
こ
の
祭
を
時
鳥
の
祭
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
謂

れ
を
聞
い
て
記
す
。
神
輿
還
御
、
若
宮
へ
着
御
。

　

堅
田
の
成
秀
の
屋
敷
へ
戻
る
。
堅
田
の
浮
御
堂
の
暮
の
念
仏
に
耳
を
傾

け
、
つ
い
で
そ
こ
に
詣
で
る
。
ま
た
、
成
秀
の
屋
敷
に
戻
り
、
正
利
・
正

次
・
観
江
・
河
蛍
・
政
盛
・
重
氏
な
ど
、
堅
田
の
俳
人
た
ち
が
集
ま
り
、

連
句
を
完
成
さ
せ
る
。
ま
た
、
浮
御
堂
の
午
夜
の
鐘
を
、
心
を
澄
ま
せ
て

図
版
１　
「
聞
た
さ
や
飛
た
つ
計
時
鳥　
　

元
隣
」（
伊
藤
善
隆
蔵
）
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聴
く
。

・
四
月
二
十
三
日

　

早
々
に
帰
ろ
う
と
す
る
の
を
引
き
留
め
ら
れ
る
。
成
秀
邸
の
座
敷
の
し

つ
ら
い
に
感
心
し
、
琵
琶
湖
の
眺
望
に
感
嘆
す
る
。
な
お
、
堅
田
の
成
秀

と
の
機
縁
を
作
っ
て
く
れ
た
伊
安
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
を
残
念
が
る
。

そ
の
後
、
元
隣
は
発
句
を
詠
ん
だ
り
、
地
元
の
如
雲
の
送
別
吟
を
受
け
た

り
す
る
。
つ
い
で
、
堅
田
か
ら
唐
崎
へ
行
き
、
唐
崎
大
明
神
に
詣
で
、
そ

こ
か
ら
船
で
申
の
上
刻
大
津
に
着
く
。
大
津
か
ら
各
自
京
の
家
に
帰
り
着

い
た
。

三　

日
吉
山
王
祭

　

つ
ぎ
に
、
元
隣
た
ち
が
見
物
し
た
日
吉
山
王
祭
に
つ
い
て
そ
の
概
容
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
山
王
祭
は
三
月
十
三
日
か
ら
四
月
中
の
申
の
日
を

中
心
に
一
ヶ
月
半
に
わ
た
る
日
吉
大
社
を
中
心
と
す
る
祭
で
あ
る
。
と
く

に
、
四
月
の
中
の
申
の
日
を
中
心
と
し
た
午
か
ら
酉
の
日
ま
で
の
四
日
間

が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。
元
隣
た
ち
が
行
っ
た
寛
文
九
年
四
月
二
十

一
日
は
未
、二
十
二
日
は
申
、二
十
三
日
は
酉
の
日
に
あ
た
っ
て
い
る
（
湯

浅
吉
美
編
『
日
本
暦
日
便
覧　

下
』
汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
三
年
）。

　

こ
の
祭
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
文
献
は
『
神
道
大
系
神
社
編
二
十
九　

日
吉
』（
同
編
纂
会
編
、
昭
和
五
十
八
年
）
所
収
の
『
日
吉
山
王
祭
礼
新
記
』

（
貞
享
五
年
）、『
日
吉
御
祭
礼
之
次
第
』（
天
保
八
年
）、『
粟
津
御
供
本
調

進
細
記
』（
弘
化
三
年
）
な
ど
で
あ
る
が
、
他
に
も
通
俗
書
と
し
て
『
東

海
道
名
所
図
会
』（
寛
政
九
年
）、『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
同
年
）、『
近

江
名
所
図
会
』（
文
化
十
一
年
）
な
ど
が
あ
り
、
と
く
に
名
所
図
会
の
三

書
は
挿
絵
入
り
で
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
詳
細
な
の
で
引
用

は
差
し
控
え
る
が
、『
国
史
大
辞
典
』
の
「
日
吉
山
王
祭
」
の
項
目
（
岡

田
精
司
執
筆
）
が
簡
潔
で
要
領
を
得
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

ま
ず
午
の
日
夕
刻
か
ら
午
の
神
事
が
あ
る
。
東
本
宮
と
そ
の
妃
神
の

樹
下
神
社
の
荒
御
魂
を
祭
る
背
後
の
八
王
子
山
山
上
の
社
殿
か
ら
、

甲
冑
姿
の
武
者
に
警
護
さ
れ
た
神
輿
二
基
を
荒
々
し
く
下
ろ
し
、
麓

の
二
宮
拝
殿
に
安
置
し
、
闇
の
中
で
神
事
が
あ
る
。
翌
未
の
日
に
は
、

境
外
の
大
政
所
（
お
旅
所
）
に
二
宮
系
の
四
社
の
神
輿
を
並
べ
、
献

茶
祭
の
あ
と
京
都
下
京
の
南
山
王
社
よ
り
献
上
の
御
供
（
こ
の
中
に

幼
児
の
玩
具
が
数
点
あ
る
）
を
神
輿
に
供
え
る
（
未
の
御
供
）。
そ

の
日
の
夕
方
か
ら
大
政
所
で
宵
宮
落
し
（
よ
み
や
お
と
し
）
が
あ
り
、

神
輿
を
荒
々
し
く
振
っ
た
の
ち
、
大
宮
（
西
本
宮
）
拝
殿
に
移
す
。

次
の
申
の
日
は
祭
の
中
心
で
、
主
に
大
宮
の
行
事
が
あ
る
。
数
日
前
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に
大
津
の
四
宮
神
社
に
運
び
入
れ
て
あ
っ
た
大
榊
（
お
お
さ
か
き
）

の
行
列
渡
御
や
、
鎧
姿
の
幼
児
た
ち
に
よ
る
花
渡
り
も
あ
る
。
大
宮

の
神
前
に
お
い
て
は
大
祭
が
行
わ
れ
、
桂
の
奉
幣
や
天
台
座
主
の
五

色
の
奉
幣
が
あ
る
。
こ
の
日
午
後
に
は
、
七
社
の
神
輿
が
湖
上
に
出

て
船
渡
御
（
ふ
な
と
ぎ
ょ
）
が
あ
り
、
こ
の
時
唐
崎
の
沖
で
膳
所
（
ぜ

ぜ
）
地
区
よ
り
献
上
の
粟
津
（
あ
わ
づ
）
の
御
供
四
十
九
膳
が
供
え

ら
れ
て
湖
水
に
投
ぜ
ら
れ
る
。
酉
の
日
に
大
宮
神
前
で
酉
の
神
事
が

あ
っ
て
祭
を
終
え
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
堅
田
の
浮
御
堂
に
つ
い
て
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』

の
記
述
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

浮
御
堂
（
志
賀
郡
堅
田
に
あ
り
。
宗
旨
禅
宗
、
海
門
山
満
月
寺
と
号

す
。
京
都
紫
野
大
徳
寺
に
属
す
）

本
尊
阿
弥
陀
仏
（
左
右
に
化
仏
一
千
体
を
安
ず
、
と
も
に
恵
心
僧
都

の
作
）

観
音
堂
（
聖
徳
太
子
御
作
の
観
音
を
安
ず
。
ま
た
伝
教
大
師
の
作
の

薬
師
仏
、
弘
法
大
師
の
作
の
石
地
蔵
等
を
安
ず
。
当
寺
初
め
は
、
一

条
院
御
宇
、
横
川
の
源
信
僧
都
の
開
基
、
藁
葺
の
草
堂
に
て
岸
よ
り

橋
が
か
り
あ
り
て
、
湖
上
に
御
堂
を
創
す
。
伝
に
云
、
む
か
し
源
信

僧
都
横
川
の
山
岳
よ
り
湖
上
を
眺
給
ふ
に
、
夜
々
光
明
赫
々
た
り
。

図版２　「七本柳海岸に七社の神輿御船沖に漕出唐崎に向ふ」（『伊勢参宮名所図会』）
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図版３　「山王神幸　粟津御供　唐崎明神并孤松」（『伊勢参宮名所図会』）

図版４　「堅田満月堂　世に浮御堂と云」（『伊勢参宮名所図会』）
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こ
の
浦
に
来
り
漁
者
の
網
を
お
ろ
す
に
、
黄
金
一
寸
八
歩
の
弥
陀
の

像
を
得
た
り
。
こ
の
浦
古
来
よ
り
漁
人
多
し
。
そ
の
鱗
殺
生
供
養
の

為
に
、
黄
金
仏
腹
内
に
籠
め
て
本
尊
并
び
に
一
千
体
を
安
ず
。
今
時

よ
り
五
十
年
前
、
御
堂
類
火
に
及
ぶ
。
桜
町
院
詔
を
下
し
て
、
御
能

舞
台
御
寄
附
に
よ
つ
て
、
今
の
御
堂
を
再
興
に
及
ぶ
。
ま
た
其
残
木

を
も
つ
て
客
殿
を
い
と
な
む
。
七
月
十
五
日
よ
り
三
日
の
間
法
会
あ

り
、
近
郷
群
参
す
）

　

な
お
、
参
考
と
し
て
祭
の
様
子
を
描
い
た
挿
絵
（
図
版
２
・
図
版
３
）

と
浮
御
堂
を
描
い
た
挿
絵
（
図
版
４
）
を
示
し
て
お
く
（
図
版
は
、
鈴
木

棠
三
編
集
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
十
二
〈
角
川
書
店
、
昭
和
六
十
年
〉

に
よ
る
）。四　

登
場
す
る
俳
人
た
ち

　

つ
ぎ
に
、
こ
の
元
隣
の
堅
田
行
に
関
わ
っ
た
俳
人
た
ち
に
つ
い
て
、
そ

の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
元
隣
を
招
い
た
成
秀
で
あ
る
が
、
竹
内
茂
兵
衛
成
秀
と
称
し
、

堅
田
の
人
で
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
元
隣
が
成
秀
邸
を
訪
れ
た
の
は
、

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
だ
が
、
じ
つ
は
こ
の
二
十
二
年
後
の
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
八
月
十
五
日
に
は
、
芭
蕉
が
同
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

元
隣
が
こ
の
『
堅
田
記
』
の
中
で
「
か
た
へ
の
砌
に
ふ
り
た
る
松
有
」
と

述
べ
て
い
る
同
じ
松
を
見
て
、
芭
蕉
は
「
成
秀
庭
上
松
を
誉
る
こ
と
葉
」

（『
堅
田
集
』）
と
題
し
た
俳
文
を
草
し
て
い
る
。
そ
の
翌
日
に
は
「
堅
田

十
六
夜
之
弁
」（『
芭
蕉
庵
小
文
庫
』）
の
俳
文
も
あ
り
、
ま
た
芭
蕉
の
発

句
「
安
々
と
出
て
い
ざ
よ
ふ
月
の
雲
」
に
、
脇
を
成
秀
が
「
舟
を
な
ら
べ

て
置
わ
た
す
露
」
と
付
け
て
、
歌
仙
一
巻
を
興
行
し
て
い
る
。
連
衆
の
中

に
は
、
元
隣
の
『
堅
田
記
』
に
登
場
す
る
重
氏
の
名
も
見
え
る
。
成
秀
は

堅
田
の
名
士
と
し
て
、
寛
文
九
年
に
元
隣
、
元
禄
四
年
に
は
芭
蕉
と
交
流

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
元
隣
の
『
宝
蔵
』（
寛
文
十
一
年
）
の
「
追

加
発
句
」
に
、
成
秀
は
「
堅
田
竹
内
成
秀
」
と
し
て
「
ふ
み
月
や
見
ぬ
世
の

人
を
玉
ま
つ
り
」
な
ど
、
四
句
が
入
集
す
る
。
重
氏
も
同
集
に
「
江
州
森

重
氏
」
と
し
て
「
み
づ
う
み
の
そ
こ
に
し
き
た
り
紅
葉
鮒
」
の
一
句
が
入

集
し
て
い
る
。

　

や
は
り
堅
田
の
俳
人
と
し
て
登
場
す
る
の
は
如
雲
・
正
利
・
正
次
・
観

江
・
河
蛍
・
政
盛
・
正
成
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、『
宝
蔵
』
の
「
追

加
発
句
」
に
は
如
雲
・
正
次
の
発
句
が
、「
一
も
と
は
き
く
酒
つ
く
る
も

た
い
か
な　
堅
田
如
雲
」、「
や
な
ぎ
髪
ふ
き
す
く
風
や
け
づ
り
ぐ
し　
形
知

正
次
」
と
各
一
句
ず
つ
入
集
す
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、「
都
方
よ
り
の
ま
ろ
う
ど
は
、
み
の
ゝ
一
如
叟
」
と
し
て
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登
場
す
る
一
如
は
、
美
濃
加
納
の
法
印
円
明
院
一
如
の
こ
と
で
あ
る
。
生

没
年
は
未
詳
。
一
如
は
、
元
隣
と
親
し
い
交
遊
関
係
が
あ
り
、
寛
文
元
年

『
季
吟
日
記
』
の
十
月
十
四
日
に
、「
み
の
ゝ
く
に
円
明
院
法
印
の
ぼ
り
き

た
れ
り
。
元
隣
い
ざ
な
い
た
り
」
と
あ
り
、
ま
た
同
日
記
の
十
月
二
十
九

日
に
も
、
元
隣
宅
で
円
明
院
が
俳
諧
興
行
を
行
い
、
季
吟
も
一
座
し
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
隣
の
『
身
の
楽
千
句
』（
寛
文
二
年
）

の
最
後
の
百
韻
は
「
霜
月
つ
い
た
ち
み
の
ゝ
円
明
院
主
と
此
所
に
い
た
り

て
」
と
前
書
き
す
る
発
句
「
け
ふ
く
る
や
一
や
う
生ジ
ヨ
ウの
有ア
リ

馬マ

の
湯ユ　

元
隣
」

に
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
有
馬
温
泉
で
円
明
院
一
如
と
興
行
し
た
両
吟
百
韻

で
あ
る
。
そ
の
他
、
元
隣
の
『
諸
国
独
吟
集
』（
寛
文
十
二
年
）
に
は
、「
和

も
の
も
闌
て
は
こ
は
し
鬼
莇　
美
濃
加
納
一
如
」
の
発
句
で
、
百
韻
一
巻
が

入
集
す
る
。
ま
た
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
胡
兮
編
『
到
来
集
』
に

は
、
発
句
三
、
付
句
一
が
入
集
す
る
。

　

な
お
、
一
如
は
寛
文
九
年
四
月
に
元
隣
の
『
補増
鉄
槌
』（『
徒
然
草
増
補

鉄
槌
』）
に
跋
文
を
寄
せ
て
い
る
。
美
濃
の
一
如
が
跋
文
を
京
ま
で
持
参

し
た
か
、
あ
る
い
は
送
付
の
後
、
一
如
自
身
も
上
京
し
、
つ
い
で
堅
田
の

成
秀
邸
へ
同
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
如
と
同
じ
く
京
都
か
ら
同
行
し
た
の
は
正
房
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物

も
『
宝
蔵
』
に
発
句
「
は
な
一
本
千
本
の
中
の
な
が
め
か
な　
樋
口
正
房
」

他
一
句
が
入
集
し
て
い
る
。

　

ま
た
、元
隣
と
成
秀
と
の
仲
介
の
労
を
と
っ
た
伊
安
は
京
の
人
で
、『
宝

蔵
』
に
「
梅
が
香
よ
め
く
ら
も
垣
を
の
ぞ
き
鼻　
神
原
伊
安
」
以
下
十
七

句
が
入
集
し
、『
諸
国
独
吟
集
』
に
も
「
花
に
鼻
の
ご
と
く
な
ら
し
め
よ

風
の
口　
神
原
伊
安
」
を
発
句
と
す
る
百
韻
一
巻
が
入
集
す
る
。
詳
し
い

経
歴
は
未
詳
な
が
ら
、
元
隣
と
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た
俳
人
で
あ
る
こ
と

が
想
像
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
元
恕
は
『
堅
田
記
』
の
作
者
元
隣
の
息
子
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

最
後
に
、
元
隣
と
元
恕
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

五　

元
隣
・
元
恕
略
歴

　

元
隣
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
生
。
寛
文
十
二
年
閏
六
月
二
十
七

日
没
。
四
十
二
歳
。
辞
世
吟
「
風
も
水
も
な
う
て
涼
し
き
夕
か
な
」（『
諸

国
独
吟
集
』）。
山
岡
氏
。
字
は
徳
甫
。
別
号
、
而
愠
斎
・
洛
陽
山
人
・
抱

甕
斎
、
医
名
は
玄
水
。
伊
勢
山
田
の
商
家
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
幼
児
よ

り
病
弱
の
た
め
、
家
業
を
廃
し
て
上
京
、
季
吟
に
つ
い
て
俳
諧
・
国
学
を

学
ん
だ
。
ま
た
儒
学
・
禅
学
に
も
通
じ
、
後
年
に
は
春
庵
（
岡
本
玄
冶
の

高
弟
）
に
つ
い
て
医
学
も
修
め
た
と
い
う
。

　

仮
名
草
子
作
者
と
し
て
教
訓
的
随
想
集
『
他
我
身
之
上
』（
明
暦
三
年
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刊
）
や
『
小
さ
か
づ
き
』（
寛
文
十
二
年
刊
）
が
あ
り
、
俳
諧
関
係
で
は

十
百
韻
を
あ
つ
め
た
『
身
の
楽
千
句
』（
寛
文
二
年
）、
初
心
者
向
け
の
す

ぐ
れ
た
作
法
書
『
誹
諧
小
式
』（
寛
文
二
年
）、
季
吟
・
宗
因
ら
数
名
の
歌

仙
を
集
め
た
『
歌
仙
ぞ
ろ
へ
』（
寛
文
六
年
）、
俳
文
集
の
嚆
矢
と
し
て
重

要
な
『
宝
蔵
』（
寛
文
十
一
年
）、
ま
た
知
友
門
弟
の
独
吟
を
集
め
た
『
諸

国
独
吟
集
』（
寛
文
十
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
古
典
注
釈
に

は
『
徒
然
草
鉄
槌
増
補
』『
徒
然
草
別
伝
』『
書首
鴨
長
明
方
丈
記
』『
水
鏡
抄
』

『
世
の
中
百
首
註
』『
補増
食
物
和
哥
本
草
』
な
ど
、
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

　

元
隣
の
発
句
を
示
し
て
お
こ
う
。「
花
さ
か
ぬ
身
は
な
く
ば
か
り
犬
ざ

く
ら
」（『
身
の
楽
千
句
』）、「
せ
み
の
こ
ゑ
も
ゆ
ふ
だ
つ
あ
と
や
晴
の
歌
」、

「
三
夕
も
も
と
や
ひ
と
つ
の
け
さ
の
秋
」、「
名
に
し
お
は
ゞ
さ
む
さ
を
よ

き
よ
衾
雪
」（
以
上
『
新
続
犬
筑
波
集
』）。

　

つ
ぎ
に
、
元
恕
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。
元
恕
は
『
歳
旦
発
句
集
』
の

寛
文
九
年
・
同
十
一
年
・
同
十
二
年
・
延
宝
元
年
・
同
二
年
に
歳
旦
句
が

入
集
。
他
に
『
続
山
井
』（
湖
春
編
、
寛
文
七
年
）、『
新
百
人
一
句
』（
重

以
編
、
寛
文
十
一
年
）、『
宝
蔵
』（
元
隣
編
、
寛
文
十
一
年
）
に
入
集
す
る
。

寛
文
十
二
年
閏
六
月
二
十
七
日
に
父
元
隣
が
四
十
二
歳
で
没
す
る
と
、
編

集
途
中
で
あ
っ
た
『
諸
国
独
吟
集
』
の
草
稿
を
引
き
継
い
で
整
理
し
、
同

年
十
二
月
の
季
吟
序
、
元
恕
跋
を
付
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
元
恕
の
年
齢

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
当
時
成
年
に
は
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
後
、
元
恕
は
『
後
撰
犬
筑
波
集
』（
蘭
秀
編
、
延
宝
二
年
）、『
続
連
珠
』

（
季
吟
編
、
延
宝
四
年
）、『
越
路
草
』（
卜
琴
編
、
延
宝
五
年
）
等
に
入
集
。

編
著
に
『
は
い
か
い
続
仕
様
』（
延
宝
六
年
、
未
見
）
が
あ
る
。
ま
た
、

元
隣
の
遺
稿
『
古
今
百
物
語
評
判
』
を
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
補
訂

し
て
刊
行
し
て
い
る
が
、
以
後
の
動
静
は
未
詳
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
元
恕
の
発
句
を
示
し
て
お
こ
う
。「
元
隣
千
句
の
後
万
句
催

し
け
れ
ば
／
月
弓
も
後
ば
り
な
れ
や
三
ヶ
の
月
」（『
続
山
井
』）、「
勝
負

み
む
お
そ
か
れ
と
か
れ
競
馬
」（『
新
百
人
一
句
』）、「
長
い
き
は
う
そ
に

し
て
く
め
き
く
の
酒
」（『
後
撰
犬
筑
波
集
』）、「
我
日
々
に
み
つ
な
が
ら

み
ん
雪
月
花
」（『
続
連
珠
』）。
な
お
元
隣
に
関
し
て
は
、
雲
英
末
雄
編
「
山

岡
元
隣
篇
」（『
貞
門
談
林
諸
家
句
集
』
笠
間
書
院
、
昭
和
四
十
六
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
堅
田
記
』
の
内
容
と
日
吉
山
王
祭
、
そ
れ
に
作
者
元
隣
を
は

じ
め
と
す
る
堅
田
行
に
関
わ
っ
た
俳
人
た
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
記

し
た
。
本
書
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
山
王
祭
の
記
録
と
し
て
、
ま
た
俳

文
集
の
嚆
矢
『
宝
蔵
』
を
編
ん
だ
元
隣
の
自
筆
俳
文
資
料
と
し
て
、
さ
ら
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に
は
成
秀
を
は
じ
め
と
す
る
近
江
堅
田
俳
壇
の
資
料
と
し
て
、
短
い
な
が

ら
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

付
記

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、M

IH
O
 M
U
SEU

M

学
芸
員
岡
田
秀
之
氏
、

日
吉
大
社
社
務
所
よ
り
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
き
ら　

す
え
お　
　
　
　
　
　

文
学
学
術
院
教
授
）

　
（
い
と
う　

よ
し
た
か　

湘
北
短
期
大
学
専
任
講
師
）

　
（
ふ
た
ま
た　

じ
ゅ
ん　
　

明
治
大
学
非
常
勤
講
師
）
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〈
翻
刻
〉

（
表
紙
）堅

田
記　
円
明
院

元　

隣
両
筆

（
本
文
）堅

田
記

寛
文
九
年
卯
月
廿
一
日
未
の
日
、
竹
内
成
秀
雅
丈
の
招
に
よ
り
、

九
重
を
出
、
夕
の
空
に
堅
田
に
至
て
、
あ
な
い
せ
さ
せ
て
い
り
ぬ
。

成
秀
の
ち
ゝ
ぎ
み
に
た
い
め
し
て
、
を
ち
こ
ち
の
浦
山
の
気
色
な

ど
う
け
た
ま
は
る
よ
り
、
逍
遥
せ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
宵
や
み
の
道
、

た
ど
〳
〵
し
き
折
か
ら
な
れ
ば
、
し
ば
し
や
す
ら
へ
る
に
、
東
の

方
に
さ
し
出
る
月
も
、
山
遠
く
水
広
く
し
て
、
都
の
空
よ
り
は
、

実
は
や
き
心
ち
せ
ら
れ
け
る
に
、
あ
る
じ
方
よ
り
の
所
望
に

　
　

夏
の
月
景
一
面
や
琵
琶
の
う
み 

元
隣　
　

あ
る
じ
か
た
よ
り

　
　

波
の
つ
た
へ
の
調
子
す
ゞ
し
き 

如
雲　
　

な
ど
つ
ら
ね
て
、
満
座
を
の
〳
〵
興
に
入
き
。
都
方
よ
り
の
ま
ろ

う
ど
は
、
み
の
ゝ
一
如
叟
、
正
房
の
主
、
元
恕
等
也
。
宿
の
栄
を

こ
と
ぶ
き
て

　
　

ね
ざ
し
よ
く
子
に
こ
や
添
る
竹
の
う
ち 

一
如　
　

元
隣
に
さ
そ
は
れ
け
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　

舟
ま
つ
り
を
し
か
け
て
来
る
や
帆
か
の
客 

正
房　
　

猶
、
月
は
明
る
ま
で
も
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
夜
も
い
た
く
更
け
れ

ば
、
を
の
〳
〵
し
づ
ま
り
け
ら
し
。

あ
く
れ
ば
廿
二
日
申
の
日
、
ま
め
や
か
に
か
た
ら
へ
る
に
も
、
か

く
一
夜
宿
り
し
情
に
千
年
も
む
つ
び
し
心
ち
せ
ら
れ
け
む
。
宿
世

の
ほ
ど
も
ゆ
か
し
く
思
ひ
め
ぐ
ら
せ
る
に
、
朝
も
よ
ひ
き
ら
〳
〵

し
き
あ
る
じ
ま
う
け
に
、
松
江
の
鱸
は
さ
る
も
の
に
て
、
名
に
し

あ
ふ
み
の
鮒
の
膾
、
鯉
の
あ
つ
も
の
、
く
ひ
た
る
日
は
鬢
そ
ゝ
げ

ず
な
ど
い
へ
る
に
、
ま
た

と
い
へ
る
魚
は
、
む
か
し
〳
〵
櫛
の

化
し
た
る
も
の
に
て
、
文
字
に
も
其
か
た
へ
に
な
ん
し
た
が
へ
り

な
ど
、
ふ
る
き
書
に
も
侍
れ
ば
、
取
あ
つ
め
て
、
若
衆
と
い
は
れ

し
昔
も
取
か
へ
さ
ま
ほ
し
く
、
中
々
も
の
心
ぼ
そ
き
た
ね
と
も
な

り
け
ら
し
。
此
あ
る
じ
こ
そ
、
そ
の
か
み
よ
り　

公
方
に
も
し
ろ

し
め
さ
る
ゝ
筋
有
て
、
家
に
は
陶
朱
公
の
富
を
か
さ
ね
、
庭
に
は

扁
舟
あ
ま
た
つ
な
ぎ
を
き
、
猶
湖
の
浦
波
に
難
波
津
の
ふ
か
き
流
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を
く
み
そ
へ
、
ひ
え
の
嶽
の
高
き
月
を
鷲
の
御
山
の
た
う
と
き
か

げ
と
仰
て
、
外
に
は
武
道
を
は
げ
む
と
い
へ
ど
も
、
内
に
は
そ
こ

は
こ
の
慈
悲
有
て
、
其
蔭
に
か
く
る
ゝ
里
人
い
と
お
を
し
。
い
づ

れ
を
か
た
ら
ず
と
せ
ん
。
又
か
た
へ
の
砌
に
ふ
り
た
る
松
有
。
帆

柱
の
立
の
ぼ
り
た
る
し
ん
、
艫
綱
の
ひ
か
え
、
釣
す
る
あ
ま
の
う

け
た
る
枝
、
さ
ゞ
浪
の
は
る
か
に
な
が
し
た
る
梢
な
ど
、
万
の
木

草
を
ひ
と
つ
瓶
に
さ
し
て
つ
く
ろ
ひ
立
ん
も
や
は
か
と
こ
そ
、
誠

に
他
事
な
き
見
も
の
に
ぞ
。

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
つ
に
及
ば
ぬ
遊
山
哉 

元
隣　
　

舟
人
、
日
も
た
け
ぬ
、
は
や
舟
に
の
れ
、
と
そ
ゝ
の
か
せ
ば
、
汀

の
方
に
趣
る
に
、
楼
船
い
み
じ
く
粧
た
て
、
下
に
双
べ
る
た
ゝ
み

は
、
青
海
と
色
を
争
ひ
、
上
に
敷
た
る
毛
氈
は
、
照
日
と
映
じ
あ

ひ
て
、
其
興
い
は
ん
も
更
也
。
堅
田
の
浦
の
浦
づ
た
ひ
に
、
沖
の

方
を
見
め
ぐ
ら
せ
ば
、
は
し
と
足
と
の
あ
か
の
ひ
る
中
に
ね
ぶ
れ

る
鳥
有
。
よ
び
を
こ
し
て
も
あ
り
や
な
し
や
と
事
問
ん
も
、
都
の

方
に
我
お
も
ふ
人
も
な
き
身
な
れ
ば
、
た
ゞ
か
の
、
江
南
野
水
碧

於
天
、
中
在
白
鷗
閑
似
我
、
と
い
へ
る
を
ぞ
、
す
じ
か
へ
し
侍
る

ほ
ど
に
、
へイ
ひ
え
つ
じ

い
づ
ち
な
ど
も
漕
過
て
、
纓
を
も
あ
ら
ひ
つ
べ
き
水

結
て
、
若
宮
の
御
前
に
て
遥
拝
せ
る
も
、
心
す
ゞ
し
。
七
本
柳
と

か
や
い
へ
る
湊
よ
り
、
か
ち
よ
り
ま
う
で
ゝ
、
大
宮
を
始
め
奉
り
、

七
の
御
社
お
が
め
る
も
、
い
と
有
難
き
。
お
ほ
く
の
人
の
む
ら
が

り
て
、
ぬ
か
づ
く
も
、
何
を
か
祈
り
、
い
づ
れ
を
か
お
も
ふ
ら
ん
。

あ
る
ひ
は
、
位
を
祈
り
、
名
を
い
の
り
、
身
を
い
の
り
、
富
を
ぞ

い
の
る
べ
か
り
け
る
。
其
二
の
ま
ち
な
る
よ
り
も
、
法
師
な
る
は

児
を
い
の
り
、
俗
な
る
は
妻
を
い
の
ら
ん
。
む
も
れ
木
こ
そ
立
聞

も
せ
ま
ほ
し
け
れ
。
大
み
や
の
神
杉
も
の
ふ
り
て
、
は
し
と
の
ゝ

水
の
流
こ
そ
、
時
を
も
わ
か
ず
め
で
た
け
れ
。
か
た
へ
の
苔
の
筵

に
、
酒
た
う
べ
、
く
だ
も
の
す
ゝ
め
て
、
人
々
発
句
な
ど
つ
く
れ

り
。

　
　

つ
く
り
そ
え
く
む
さ
か
も
と
の
祭
哉 

正
房　
　

折
し
も
成
秀
に
逢
奉
れ
り
。
か
く
遅
く
た
い
め
せ
る
事
は
此
ほ
ど

罷
く
べ
き
由
契
け
れ
ど
、
又
障
る
事
有
、
え
ま
う
で
来
ま
じ
き
と

な
ん
い
ひ
を
こ
せ
け
れ
ば
、
成
秀
は
、
夜
宮
拝
み
に
、
さ
き
の
日

よ
り
、
此
所
に
わ
た
り
給
へ
る
也
。
扨
、
彼
一
女マ
マ

叟
の

　
　

ね
ざ
し
よ
く
子
に
子
や
添
る
竹
の
う
ち

と
い
へ
る
を
か
た
り
出
け
れ
ば
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い
つ
も
な
つ
き
て
う
れ
子
規
の
声 

成
秀　
　

　
　

と
ら
ぬ
気
を
し
り
て
燕
や
宿
る
ら
ん 

元
隣　
　

な
ど
つ
ら
ね
て
、
馬
場
に
至
て
桟
敷
に
双
居
て
、
祭
ま
つ
ほ
ど
、

い
と
ら
う
が
は
し
。
氏
人
の
長
さ
三
丈
ば
か
り
な
る
榊
ひ
き
ゐ
て

来
る
を

　
　

大
木
は
儀
勢
で
も
つ
た
さ
か
木
か
な 

元
隣　
　

宮
所
へ
の
ぼ
る
法
師
ば
ら
の
、
た
け
き
粧
は
、
さ
は
ら
ば
ひ
や
す

山
王
祭
、
い
ひ
出
ん
も
言
の
葉
ば
や
き
有
様
也
。
そ
れ
よ
り
又
七

本
柳
に
下
り
、
有
つ
る
舟
に
打
の
り
、
神
輿
の
出
御
を
待
程
、
心

あ
は
た
ゞ
し
。
沖
に
は
あ
ま
た
舟
ど
も
か
ざ
り
た
て
、
又
な
く
晴

が
ま
し
。
神
輿
、
め
で
た
く
う
つ
ら
せ
給
ふ
を
、
人
々
待
か
ね
、

を
し
出
せ
る
舟
く
ら
べ
の
勢
、
天
が
下
に
ま
た
有
べ
き
わ
ざ
と
も

お
も
ほ
え
ず
。

　
　

ま
つ
り
に
は
景
を
殊
勝
や
う
み
の
面 

元
恕　
　

神
輿
は
、
唐
崎
の
方
へ
と
ぶ
が
ご
と
く
な
ら
せ
給
へ
る
を
、
見
送

り
奉
り
て
、
還
御
ま
て
る
ほ
ど
、
或
人
の
語
ら
れ
け
る
は
、
此
祭

を
時
鳥
の
祭
と
い
へ
る
は
、
必
此
鳥
来
鳴
と
か
や
。
そ
の
か
み
、

故
有
て
長
月
に
有
し
事
侍
つ
る
に
、
雲
埋
老
樹
空
山
裏
よ
り
、
不

思
義
に
一
声
音
づ
れ
け
る
を
、
あ
る
歌
人
、
も
れ
て
う
ら
み
む
神

も
こ
そ
あ
れ
、
と
口
ず
さ
み
け
る
に
、
つ
ゞ
き
て
六
声
鳴
侍
し
、

な
ど
い
へ
り
け
れ
ば

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
付
声
せ
よ
や
堅
田
ぶ
し 

一
如　
　

扨
、
神
輿
還
御
な
ら
せ
給
て
、
若
宮
殿
へ
着
御
な
ら
せ
給
へ
ば
、

暇
申
て
帰
ら
ん
と
い
へ
り
け
る
を
、
し
ゐ
て
と
ゞ
め
給
へ
ば
、
是

非
も
波
路
に
漕
も
ど
さ
れ
て
、
又
堅
田
の
屋
敷
に
の
ぼ
り
侍
ぬ
。

浮
御
堂
の
暮
の
念
仏
、
ほ
の
聞
ゆ
る
も
哀
を
催
さ
れ
て
、
人
々
詣

で
に
き
。
抑
、
此
浮
御
堂
と
い
へ
る
は
、
恵
心
の
僧
都
、
ち
ゝ
の

尊
像
を
刻
み
給
ひ
て
此
所
に
沈
め
給
ふ
。
そ
の
余
波
と
か
や
、
今

の
世
に
あ
が
め
奉
る
堅
田
千
体
、
是
な
り
と
ぞ
。
此
御
堂
に
、
夜

も
す
が
ら
と
も
せ
る
御
あ
か
し
を
ぞ
、
今
津
、
か
い
津
、
つ
る
が

に
渡
り
、
山
田
矢
橋
を
こ
ぐ
舟
も
、
月
な
き
比
の
よ
り
所
と
は
し

け
る
よ
し
、
あ
ま
の
子
の
か
た
れ
る
に
ぞ
。
無
明
の
闇
に
迷
ひ
て
、

生
死
の
海
に
た
ゞ
よ
へ
る
衆
生
の
御
仏
の
恵
、
日
ひ
と
つ
を
頼
む

身
の
、
猶
お
ろ
そ
か
に
せ
る
事
な
ど
思
ひ
合
せ
侍
れ
ば
、
声
た
て

ぬ
念
仏
も
む
ね
に
せ
か
れ
、
涙
落
す
し
も
あ
ら
ね
ど
、
か
く
抹
香

く
さ
く
法
げ
つ
き
て
も
、
わ
れ
鐘
の
と
て
も
な
ら
ざ
る
菩
提
心
じ
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や
。
天
八
又
発
す
べ
き
行
さ
き
の
月
日
も
こ
そ
あ
れ
ど
、
兼
好
法

師
の
誡
を
忘
て
、
た
ゞ
風
雲
の
思
ひ
に
の
み
心
ま
じ
は
り
て
、
松

に
及
ば
ぬ
と
い
ひ
し
時
鳥
の
お
も
は
く
も
侍
れ
ば

　
　

鳥
も
な
け
御
堂
も
本
尊
か
け
作
り 

元
隣　
　

　
　

夏
の
景
こ
と
に
心
や
う
き
御
堂 

正
房　
　

又
立
か
へ
れ
ば
、
所
の
す
き
人
、
正
利
、
正
次
、
観
江
、
河
蛍
、

政
盛
、
重
氏
、
な
ど
つ
ど
ひ
来
給
ひ
て
、
彼
つ
ら
ね
か
け
し
巻
々

を
首
尾
せ
し
め
給
へ
り
。
と
の
か
た
に
立
出
れ
ば
、
う
き
御
堂
の

午
夜
の
か
ね
も
彼
の
闇
に
う
ち
そ
へ
て
、
心
を
す
ま
し
、
耳
を
あ

ら
へ
る
く
さ
〴
〵
也
。
御
う
ち
の
人
々
の
お
も
へ
ら
ん
ほ
ど
も
恥

か
し
く
、
盛
久
の
切
う
た
は
ざ
る
身
に
も
あ
ら
さ
れ
ば
、
大
か
た

の
暇
ご
ひ
は
今
夜
ぞ
申
侍
し
。

　
　

礼
や
申
つ
く
し
か
た
し
の
舟
祭 
元
恕　
　

あ
く
れ
ば
廿
三
日
酉
の
日
、
鷺
た
ち
に
も
せ
ま
ほ
し
く
、
は
ね
つ

く
ろ
ひ
せ
し
か
共
、
い
で
そ
よ
加
古
謂
に
て
、
鷹
の
爪
た
て
ら
る

べ
き
と
侍
る
に
、
又
を
さ
え
ら
れ
つ
。
床
に
は
人
丸
の
御
影
、
和

歌
は
覚
恕
親
王
の
御
筆
と
か
や
。
い
よ
の
す
だ
れ
の
ひ
ま
求
て
な

が
め
や
れ
ば
、
所
が
ら
を
き
の
島
、
茸
島
、
竹
生
島
な
ど
隠
れ
行
、

舟
の
幽
な
る
も
、
い
づ
れ
が
明
石
、
い
づ
れ
が
こ
ゝ
な
る
や
、
紫

式
部
も
此
湖
の
気
色
を
ぞ
、
あ
か
し
の
浦
に
は
な
ぞ
ら
え
け
む
。

猶
、
あ
ま
た
の
調
度
共
見
し
か
共
、
く
だ
〳
〵
し
け
れ
ば
か
き
も

ら
い
つ
。
諺
云
、
一
宿
如
金
、
二
宿
猶
銀
、
三
宿
は
え
し
れ
ぬ
。

か
ね
て
聞
ふ
る
れ
ば
、
薄
茶
の
袂
を
ふ
り
き
り
、
に
げ
て
帰
ら
ん

と
す
る
を
、
猶
と
ゞ
め
給
ふ
に
も
残
多
き
は
、
此
あ
る
じ
と
結
ぶ

の
神
せ
し
伊
安
書
生
、
此
た
び
の
祭
に
も
れ
給
ふ
ぞ
、
か
へ
す

〴
〵
な
る
。
ま
た
、
嘉
例
と
し
て
、
伊
安
な
ど
誘
ひ
ま
い
ら
ん
。

さ
か
え
を
い
の
り
て

　
　

二
度
三
度
後
度
も
契
る
や
神
祭 

元
隣　
　

　
　

さ
か
木
の
か
げ
は
し
げ
る
年
々 

正
成　
　

　
　

新
酒
の
し
る
し
に
杉
葉
ぶ
ら
さ
げ
て 

元
恕　
　

な
ど
口
づ
か
ら
に
て
立
出
け
る
を
、
人
々
浮
御
堂
ま
で
を
く
り
給

へ
り
き
。
送
り
の
舟
の
纜
と
き
て
、
さ
ら
ば
〳
〵
と
云
か
は
せ
る

詞
に
ま
じ
え
て

　
　

夏
の
夜
の
短
い
事
よ
余
波
出
し 

如
雲　
　

と
い
ひ
入
た
ま
ふ
に

　
　

今
に
限
ら
ず
と
き
〴
〵
の
鳥 

元
隣　
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と
こ
た
ふ
る
に
遥
に
舟
は
を
し
出
し
け
る
。
も
と
よ
り
舟
に
は
、

案
内
者
侍
れ
ば
、
彼
す
ね
も
の
ゝ
長
沮
、
桀
溺
に
津
尋
ね
む
い
た

づ
き
も
な
く
、
心
の
ま
ゝ
の
小
歌
ぶ
し
に
て
、
唐
崎
大
明
神
に
ま

う
で
ゝ
松
根
に
よ
つ
て
腰
を
か
け
、
し
ば
ら
く
や
す
ら
ひ
て
、
ま

た
船
に
と
り
の
り
、
申
の
上
刻
に
大
津
に
つ
き
、
此
ほ
ど
の
礼
な

ど
つ
ぶ
さ
に
伝
え
聞
え
て
、
ま
た
日
の
の
こ
り
た
る
ほ
ど
に
、
を

の
〳
〵
宿
に
は
い
り
侍
き

元
隣
﹇
而
愠
﹈　　

　
　

成
秀
雅
丈　

机
下


